
新校の位置、通学区域、目指す学校像の
協議結果の報告内容を取りまとめました

第七中学校・第九中学校統合新校推進協議会

協議会だより

バックナンバーは、こちらのQRコードからご覧になれます。

協議会だよりは、協議の状況をお知らせするために発行しています。

TOPICS

第九中学校

第七中学校

■ 令和４年8月18日（木）に第七中学校体育館で第５回協議会を開催し、第４回

協議会から引き続き、新校が目指す学校像等について協議を行いました。

■ また、第２回～第５回協議会で協議してきた、「新校の位置、通学区域、目指す

学校像」について、他の協議事項に先立って教育長へ報告するため、協議結果

の取りまとめを行いました。

第七中学校 第九中学校

第七中学校 修学旅行 第九中学校 八ヶ岳自然宿泊体験教室
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お問い合わせ

＼区立中学校の統合に関するご意見・ご質問等は、 学校統合推進課にお願いします／
区立中学校の統合に関する

ＨＰはこちらから
Mail:kyoiku11@city.meguro.tokyo.jp
TEL: 5722-9301（直通） FAX： 5722-9332

報告書の詳細や会議録

は右のＱＲコードから

ご覧になれます。

月日 協 議 事 項

10/２５
第6回：校名等の課題整理

今後の取組体制、スケジュール等

11月 第7回：まとめ

今後の協議会日程（予定）

令和４年１０月２５日（火） 19：00～

第九中学校体育館（目黒区洗足１-２９-２６）

日時

場所

※傍聴を希望される方は、事前にお問合せください。

＊次回の開催予定＊

協議結果の報告について

第５回協議会では、移行期間中の教育活動・交流活動について、小学校児童・保護者向けアンケート結果等を踏まえつつ、両校の教員と

教育委員会の職員で構成する準備組織で検討を進めている内容について協議しました。

● 例 部活動交流

・合同練習の機会の確保

（土日等の休日における合同練習の実施）

・競技や人数等に応じた合同チームの結成

（１年生大会等における合同チームの結成）

・文化部活動の交流

● 例 第１学年交流

・レクリエーションの実施

・スポーツ大会の実施

● 例 自然宿泊体験教室の合同実施

移行期間中の交流活動

新校では、目指す学校像に基づき、教育活動を進めていきます。

そのため、令和７年４月からの教育活動が円滑に実施できるよう、各校では教育課程の

編成や指導法の統一など、段階的に教育活動を展開していく予定です。

移行期間中の教育活動

教育委員会では、報告いただいた協議結果を踏まえて、当該の協議事項に係る方針案を策定し、隣接中学校希望入学制度の申請時期を考慮して、

１０月中旬頃に各統合対象中学校を会場として小学校６年生の保護者向け説明会を実施する予定です。

教員間で行う検討事項等 各校で行う重点的教育活動の内容

令
和
４
年
度

〇令和５年度各校の教育計画策定
・教育課程：交流活動、主な行事予定
・校務分掌：新校に向けて必要な校務分掌の設置
・学習評価：令和５年度第１学年の評価計画等の

確認

令
和
５
年
度

〇令和６年度各校の教育計画策定
・教育課程：交流活動、主な行事予定
・学習評価：令和６年度第１・２学年の評価計画

等の確認
〇令和７年度新校の教育計画策定に向けた取組
・教育課程：年間行事予定、年間指導計画、

令和７年度修学旅行業者選定
・生徒会：生徒会組織、学校のきまり
〇教員研修

〇人権教育・道徳教育
・ローテーション道徳授業の実施
・教育課題に応じた外部講師や地域
人材の活用

〇自発的、自治的活動
・生徒会組織を軸とした自発的、
自治的活動の実施

・生徒会交流の実施
・生徒による検討部会等の参加

〇地域連携
・９年間を見通した小中連携の実施
・生徒による地域行事等への参画
・学校ホームページ等広報活動の
充実

令
和
６
年
度

〇令和７年度新校の教育計画策定
・教育課程：各教育全体計画、週時程、固定時間

割、令和８年度修学旅行業者選定
・生徒会：生徒会組織、学校のきまり
・学習評価：令和７年度の評価計画等の確認
〇教員研修

■ 統合新校の位置、通学区域

統合新校の位置については、現在の第九中学校の校地とし、通学区域は第七中学校と第九中学校の通学区域を合わせたものとすることが望

ましいことを確認しました。

なお、区立中学校統合方針によれば、令和７年４月に新校を開校してから、新校舎が現在の第九中学校の位置に建設され、移転するまでの

期間は、現在の第七中学校の校地が新校の位置になると認識しています。

■ 新校が目指す学校像

両中学校の教員及び教育委員会事務局職員からなる準備組織において検討を進めている目指す

学校像（案）を基本として、新校の学校づくりを進めていくことが適当であると考えます。

これまで協議を進めてきた「新校の位置、通学区域、目指す学校像」については、新校の開校に向けた取り組みを進めるうえで基本となるもので

あることから、他の事項に先立って議論を進めてきました。

第５回協議会では、これらの協議結果について、教育長へ報告する報告書の取りまとめを行いました。

開校までの２年間に様々な交流活動を行い、

両校の生徒が互いに親しみをもてるように、取

組を進めていきます。

また、生徒が各校区の児童と交流することな

ど、児童が期待をもって新校に進学することが

できる環境づくりを進めます。

※実際の交流活動に当たっては、各校の現在の

教育活動を尊重しながら、交流の仕方や規模、

内容等を精査して、生徒に負担のかからない範

囲で進めていきます。

報告書における協議結果の概要


